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令和 5 年度 ⽇本救急医療財団助成⾦交付事業 「地域包括ケア社会における、 
⾼齢者救急搬送受⼊れのあり⽅に関する調査研究（代表研究者 伊藤 重彦）」  

 

分担研究報告書 

診療所及び高齢者福祉施設におけるＡＣＰ取組の現状と課題 

        （分担研究者） 長岡 敏信  下関市消防局 警防課 

    （研究協力者） 下関市医師会 会長 飴山 晶 、同理事 松永 尚治 

 

１．背景と目的 

 下関市では、高齢化の進展に伴い、救急

搬送人員に占める高齢者割合は増加傾向

で、令和５年中の高齢者救急搬送人員は

10,858人1)と過去最多を記録しており、

高齢者救急搬送対策は喫緊の課題となっ

ている。また、令和元年度の救急業務の

あり方に関する検討会報告書では、今後

の方向性として、「地域包括ケアシステ

ムの構築が進む中、患者本人や家族等が

どのような最期を迎えたいか考え、かか

りつけ医等を要とする医療従事者、介護

従事者とも話し合い、準備を進める、ACP 

に取り組んでいくことが重要である。」2)

とまとめられているが、依然として、在

宅や高齢者福祉施設から高齢者の心肺停

止事案は少なくない。さらに、新型コロ

ナウイルス感染症流行拡大期（特に第７

波、第８波）の高齢者救急搬送におい

て、ＤＮＡＲ（Do Not Attempt 

resuscitation）情報がないことで搬送が

見つからない搬送困難事案が発生した経

験から、在宅及び施設でＡＣＰ（Advance 

Care Planning）が進まない要因につい

て、診療所及び高齢者福祉施設に対して

アンケート調査を行った。 

 

２．対象・方法 

  調査対象施設は、下関市医師会会員医

師の診療所206施設、下関市福祉部が把

握している高齢者福祉施設195施設であ

る。アンケート調査用紙は、診療所に対

しては下関市医師会の集配便、高齢者福

祉施設に対しては下関市保健福祉部の電

子メールで配布した。各診療所、施設か

らの回答は、Google Formにより行い、

本研究事務局であるNPO法人病院前救護

と健康管理研究会が回収、集計した。調

査期間は、令和5年11月初旬から令和5

年12月初旬までの約1か月間である。 

 

３．結果 

 アンケート調査結果は、（調査A）診療

所向けアンケート調査結果と（調査B）

診療所向けアンケート調査結果の２つに

分けて報告する。 

 

（調査Ａ）診療所調査について 

 下関市医師会会員診療所206施設に対し

てアンケート調査を実施し、81施設から

回答を得た（回答率39.2％）。 

 調査Ａの質問数は11問で以下に質問内

容及び回答結果を示した。なお、調査Ａ

自由記載は、本文最後にまとめて掲載し

た。 

（問Ａ１）貴診療所は在宅療養支援診療

所として厚生局に届出されていますか？ 

回答した81施設の内訳は、在宅療養支援

診療として厚生局に届け出ている施設は
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0⼈
19%

1〜4⼈
59%

5〜9⼈
11%

10〜14⼈
7%

15〜19⼈
0%

20⼈以上
4%

17施設（21％）で、残り64施設（79%）

は届出がされていない施設であった。 

 

（問Ａ２-１）貴診療所では、看取りを実

施されていますか？ 

（問Ａ２-２）令和4年中の看取り人数

は？（令和4年１月１日〜12月31） 

（問Ａ２−３）看取りができない理由を教

えてください。 

問Ａ２-１の回答は、a）はい27施設

（33%）、ｂ）いいえ54施設（67%）であ

った。本調査に参加した施設の多くは、

在宅療養支援診療所として届出していな

い施設であった。看取りを実施している

27施設の令和４年１年間の看取り件数を

図Ａ１に示す。１年間の看取り件数は1

～4人が16施設（59%）で最も多く、5～

9人3施設（11%）、10～14人2施設

（7%）、20人以上が1施設（4%）の順で

あった。また、看取り実施施設である

が、令和4年中の看取り件数が0件であ

った施設が5施設（19%）あった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 図Ａ１．令和４年中の看取り件数（診療所） 

 

看取りを実施していない54施設から、看取

りができない理由について回答を得た。 

結果を表Ａ１に示す。本調査対象を訪問診

療、在宅支援を行っている診療所に限定し

ていないため、看取り対象患者がいない施

設23件（42%）、訪問診療を行っていない

施設23件（42%）と、合わせて8割以上を

占めた。また、問Ａ２−３看取りができない

要因の一つが訪問診療する時間の不足であ

った。 

  表Ａ１．看取りができない理由（診療所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問Ａ３）在宅看取りに対する課題につい

て教えてください。（自由記載） 

主な回答として、１）地域での在宅看取り

の医療機関間の連携構築、２）救急車要請

後の対応、３）時間外の対応の負担、４）

家族の知識不足、家族側と医療側の理解の

ギャップ等意見が出た。問Ａ３の自由記載

の内容については、問Ａ３自由記載（診療

所）として本文最後に掲載した。 

 

（問Ａ４）ＡＣＰ※１）に対する認知度につい

て教えてください。 

※１）ＡＣＰとは、将来の変化に備え将来の医療及び

ケアについて、 本人を主体にそのご家族や近しい

人、医療・ ケアチームが繰り返し話し合いを行

い、本人による意思決定を支援するプロセス、取り

組みのことである。 

医療側からみた、医療側と患者側のＡＣ

Ｐに関する認知度の違いについて質問し

た。結果は、ａ）医療側及び患者側とも

理解している2件（3％）、ｂ）医療側は

理解していても患者側の理解が薄い40件

（51％）、ｃ）患者側は理解していても

医療側の理解が薄い0件、ｄ）医療側及

び患者側とも理解が薄い36件（46％）
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で、医療側の理解はあるが、患者側の理

解が薄いという意見と医療側、患者側と

もに理解が薄いとする意見が拮抗してい

た。 

 

（問Ａ５-１）貴診療所ではＡＣＰについ

て患者さんや家族と話されていますか？ 

（問Ａ５-２）患者さんとＡＣＰを進めて

いく際に難しいと感じることは何か？ 

問Ａ５-１の回答は、ａ）はい20施設、

ｂ）いいえ61施設で、ＡＣＰについて在

宅患者、家族と話していない診療所が約

75%であった。患者、家族とＡＣＰの話を

していないと回答した61施設の医師に対

し、ＡＣＰ取り組みが難しいと感じてい

ることに関する回答を表Ａ２に示す。Ａ

ＣＰの話をする時間がないと回答した件

数は、a）とc)合わせて20件（37.7%）

であった。また、元気に通院されている

ときに外来でACPの話が進めにくいが17

件（32%）で次に多い回答であった。ま

た、ＡＣＰの進め方が判らないが10件

（16%）あった。 

表Ａ２．ACPを進める際、難しいと感じること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問Ａ６）貴診療所の患者さんに対して

ＡＣＰを進めていく上で、必要と思われ

るものはなんですか？（複数回答可） 

ＡＣＰを進める上で医師が必要と思うも

のは、ａ）時間42件、ｄ）ＡＣＰする社

会のコンセンサス37件、ｂ）話に立ち会

う看護師、あるいは専門家29件、ｃ）Ａ

ＣＰを進めていくチームあるいは専門部

署26件の順で多かった。ＡＣＰを取り組

めない要因に時間が無いとする回答を裏

付ける結果と考えられた。 

 

（問Ａ７）貴診療所ではＡＣＰに関する

研修に参加していますか？ 

問Ａ７回答は、ａ）はい8件、ｂ）いい

え73件であった。研修会に参加していな

い施設が90%で、研修会に参加している

施設は8施設（10%）で少数であった。 

 

（問Ａ８-１）ＡＣＰは進んでいると思わ

れますか？ 

（問Ａ８-２）ＡＣＰが進まない理由につ

いてご意見をください。（自由記載） 

問Ａ８-１の回答は、ａ）はい12件、

ｂ）いいえ62件、ｃ）わからない3件で

あった。ＡＣＰ取り組みが進んでいない

又は判らないと回答した施設は65施設

（84%）であった。一方、ＡＣＰ取り組み

が進んでいると回答した施設は16施設

（16%）に過ぎなかった。  

問Ａ８-２のＡＣＰが進まない理由に関す

る自由記載の内容は、問Ａ８-２自由記載

（診療所）として、巻末に掲載した。 

 

（問Ａ９-１）コロナ禍において、患者さ

んを紹介（転院）する際、ＤＮＡＲ※２）

について求められたことがありますか？ 

（問Ａ９-２）ＤＮＡＲについて求められ

て困った内容を具体的に教えて下さい。  
※２）DNARとは患者本人または患者の利益にかかわる

代理者の意思決定をうけて心肺蘇生法をおこなわな

いことである。 
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問Ａ９-１の回答は、ａ）はい7件、 

ｂ）いいえ73件で、コロナ禍において、

患者を医療機関へ転院等で紹介する際

に、ＤＮＡＲについて求められたことが

あると回答した施設は7施設（9%）のみ

であった。ＤＮＡＲについて求められた

ことがある施設において、具体的に困っ

た内容として、遠い親族の方から急に苦

情を言われたことがある、同居している

妹がDNARを同意しても、東京にいる長男

が同意しない事例があったなどの回答が

あった。 

 

（問Ａ１０）コロナ流行の経験からＡＣ

Ｐ取組への意識変化がありましたか？ 

問Ａ１０の回答は、ａ）はい3件、ｂ）

いいえ78件で、コロナ流行によりＡＣＰ

取組みへの意識変化があったと回答した

施設は3施設（4%）のみであった。 

 

（問Ａ１１）貴診療所において、患者さ

んとＡＣＰについてお話をするうえで、

先生がご自身で工夫されていることは何

ですか？（自由記載） 

調査に参加頂いた診療所医師から、ＡＣ

Ｐについて話すうえで工夫していること

について多くのご意見を頂いた。具体的

な工夫の内容は、問Ａ１１自由記載（診

療所）として、本文最後に掲載した。 

 

（調査Ｂ）高齢者福祉施設調査について 

 下関市福祉部が把握している高齢者祉

施設１９５施設にアンケート調査を実施

し、４８施設から回答を得た。（回答率

24.5%）調査Ｂ質問数は11問で質問内容

及び回答結果を以下に示した。なお、調

査Ｂ（施設の自由記載は、本文最後にま

とめて掲載した。 

（問Ｂ１）貴施設の施設形態を教えてく

ださい。 

回答48施設の施設形態を表Ｂ１に示す。 

内訳は、有料老人ホーム16（34%）、特

別養護老人ホーム11施設（23%）、グル

ープホーム6施設（13%）、軽費老人ホー

ム4施設（8%）、介護老人保健施設4施

（8%）、サービス付き高齢者向け住宅4

施設（8%）、養護老人ホーム2施設

（4%）、介護医療院1施設（2%）であっ

た。 

表Ｂ１．介護福祉施設の施設形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問Ｂ２-１）貴施設では、看取りを実施

されていますか？ 

（問Ｂ２-２）令和４年中の看取り人数

は？（令和4年１月１日〜12月31日） 

 （問Ｂ２-３）看取りができない理由を

教えてください。 

48施設の回答は、ａ）はい20施設

（42%）、ｂ）いいえ28施設（58%）で、

回答施設の約半数で看取りが実施されて

いなかった。 

看取りを実施していると回答した20施設

に対し、看取りの実施件数について尋ね

た。令和4年中の看取り実施件数は、1～

4人が6施設（32%）で最も多く、次いで

10～14人4施設（21%）、5～9人3施設

（16%）、20人以上2施設（10%）、15～

19人1施設（5%）の順であった。 
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1〜4⼈
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10〜14⼈
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20⼈以上
10%

看取りは実施しているものの、令和4年

中の看取り件数が0件の施設が3施設

（16%）あった（図B1）。 

看取りを行っていない28施設に対して、

看取りができない理由を尋ねた。a)看取

りの対象となる患者さんがいないが7件

（29%）で最も多く、d）診療時間外は対

応できない5件（21%）、b）訪問診療を

行っていない4件（17%）、c）診療時間

中は訪問診療（看取り）等に対応できな

い3件（12%）の順であった。また、看取

りができないその他の理由として、看取

りに対応できる施設ではなく、看護師等

人員配置がない、お元気な方への支援と

看取りの両立は無理がある、身体機能低

下が見られるようになると特養に移って

いただくようにしているなどの意見があ

った。 

図Ｂ１．令和４年中の看取り実施件数 

 

 

 

 

 

 

 

（問Ｂ３）在宅看取りに対する課題につ

いて教えてください。（自由記載） 

在宅看取りに対する課題について、自由

記載で回答を得た。内容は、問Ｂ３自由

記載（施設）として、本文最後に掲載し

た。 

 

（問Ｂ４）ＡＣＰに対する認知度につい

て教えてください。 

施設側と入所者・ご家族側のＡＣＰの認

知度の違いについて質問した。a）施設側

及び入所者側ともに理解している5件

（11%）、b）施設側は理解していても入

所者側の理解が薄いが26件（54%）、

ｃ）入所者側は理解していても施設側の

理解が薄い0件（0%）、ｄ）施設側及び

入所者側とも理解が薄い17件（35%）

で、施設側はある程度理解しているが、

入所者・家族の理解が薄いとする意見が

最も多かった。 

（問Ｂ５-１）貴施設では、ＡＣＰについ

て患者さんや家族と話されていますか？ 

 （問Ｂ５-２）ＡＣＰの中で、「延命処

置（心肺蘇生）を希望しない意思」の確

認はどのように行っていますか？  

（問Ｂ５-３）どのような方が入所時に話

し合われていますか？  

問Ｂ５-１の回答は、48施設中ａ）はい

32施設（67%）、ｂ）いいえ16施設

（33%）であった。ＡＣＰについて患者さ

んや家族と話していると回答した32施設

において、心肺蘇生を希望しない意思の

確認時期、回数について質問した。a）入

所前、入所時あるいは入所後のいずれか

時期に１回確認を行っている施設が20施

設（62%）である一方で、ｂ）入所後も定

期的あるいは複数回の確認を行っている

施設も16施設（48%）あった。話をする

対象者について質問したところ、ａ）入

所者全員に確認している19件（60%）、

ｂ）対象者を決めて確認している11件

（34%）、ｃ）その他2件であった。 

 

（問Ｂ６）ＡＣＰにおける延命処置（心

肺蘇生法の実施）を希望しない人の対応

の仕方について明文化していますか？ 

48施設の回答を表Ｂ２に示す。明文化し

ている15施設（31%）、明文化していな

いが対応の仕方が決まっている15施設

（31%）を合わせた約6割の施設で、対応
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方針が定まっていた。一方、明文化して

おらず、対応の仕方も定まっていない施

設も16施設（34%）あった。 

表Ｂ２．ＤＮＡＲに関する明文化又は対応方法 

 

 

 

 

 

 

 

（問Ｂ７-１）ＡＣＰで「延命処置（心肺

蘇生）を希望しない意思」があることが

事前に判明している入所者が心肺停止に

なった場合、どのように対応されていま

すか？ 

（問Ｂ７-２）医師と連絡が取れる体制が

できていますか？  

ＡＣＰのうち、ＤＮＡＲ意思が事前に判

明している入所者が心肺停止に至った場

合の対応を表Ｂ３に示した。蘇生を行わ

ず、施設で対応する（原則、救急車は呼

ばない）と回答した施設は14（29%）で

あった。一方、蘇生しながら救急車を呼

ぶ13件（27%）、蘇生を行わずに救急車

を呼ぶ9件（19%）を合わせた46%の施設

が、ＤＮＡＲ意思が判明している場合で

も、救急要請すると回答した。 

 表Ｂ３．ＤＮＡＲ意思が判明している入所者 

     心肺停止時の対応について 

 

ＤＮＡＲ指示は医師に確認する必要があ

るが、医師との連絡体制について質問し

たところ、a）24時間常に連絡が取れる

26施設（54%）、b）平日日中（診療所診

察時間中等）のみ連絡が取れる21施設

（44%）であった。 ほとんどの施設にお

いて、24時間連絡が取れない場合でも平

日日中に連絡が取れる体制ができてお

り、連絡が取れないと回答した施設は1

施設（2%）のみであった。 

 

（問Ｂ８）貴施設はＡＣＰに関する研修

に参加していますか？ 

問Ｂ８の回答は、ａ）はい15件

（31%）、b）いいえ33件（69%）で、研

修会に参加していない施設が多かった。 

 

（問Ｂ９-１）ＡＣＰは進んでいると思わ

れますか？ 

（問Ｂ９−２）ＡＣＰが進まない理由につ

いてご意見をください。（自由記載） 

問Ｂ９-１の回答は、ａ）はい25件 

(52%）、ｂ）いいえ23件（48%）であ

り、ＡＣＰ取り組みが進んでいると思っ

ている施設と進んでいないと思っている

施設数が拮抗する形となった。ＡＣＰ取

り組みが進んでいないと回答した施設か

ら、ＡＣＰが進まない理由について、自

由記載で回答を得た。自由記載の内容

は、問Ｂ９自由記載（施設）として、本

文最後に掲載した。 

 

（問Ｂ１０-１）コロナ禍において、入所

者を紹介（転院）する際に、ＤＮＡＲに

ついて求められたことがありますか？ 

（問１０-２）ＤＮＡＲについて求められ

て困った内容を具体的に教えて下さい。 

問Ｂ１０-１の回答は、ａ）はい13件、

ｂ）いいえ35件で、医療機関等へ入所者

紹介（転院）時にＤＮＡＲについて求め
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られたことがあった施設が13施設

（27%）あった。 

ＤＮＡＲについて求められたことがある

と回答した施設に対して、具体的に困っ

たことについて、自由記載で回答を得

た。内容は問Ｂ１０自由記載（施設）と

して、本文最後に掲載した。 

 

（問Ｂ１１-１）コロナ流行の経験からＡ

ＣＰ取組への意識変化がありましたか？ 

問Ｂ１１-１の回答は、ａ）はい10件

（21%）、ｂ）いいえ38件（79%）であっ

た。79％の施設が、コロナ感染症流行を

経験した後も、ＡＣＰ取り組みへの意識

変化はなかったと回答した。意識変化が

あったと回答した施設に対して、具体的

な意識変化の内容について、自由記載で

回答を得た。内容は、問Ｂ１１自由記載

（施設）として、本文最後に掲載した。 

 

（問Ｂ１２）貴施設で入所者とＡＣＰに

ついてお話をするうえで工夫されている

ことは何ですか？  

入所者とＡＣＰについて話すうえで工夫

していることについて、自由記載で回答

を得た。内容は、問Ｂ１２自由記載（施

設）として、本文最後に掲載した。 

 

５．考察 

 診療所及び高齢者福祉施設の関係者に実

施したアンケート調査結果からは、アン

ケートの対象とした診療所のうち

13.1％、高齢者福祉施設のうち10.2％で

看取りが実施されていることが明らかと

なった。 

 令和4年中の看取りの実施件数は、診

療所27施設で合計112人（最高30人、

最低1人）、高齢者福祉施設20施設で合

計208人（最高80人、最低1人）であっ

た。年間80人の看取りを実施していると

回答した高齢者福祉施設の形態は介護医

療院であり、特別養護老人ホームや介護

老人保健施設等、医師の配置のある施設

において看取りが多く実施されている傾

向であった。 

 在宅看取りについて様々な課題が意見

としてあがったが、家族の知識不足や家

族側と医療側の理解のギャップ等の意見

が多かった。とくにＡＣＰの認知度につ

いて、患者の理解度が低い結果となって

おり、ＡＣＰ普及のためには、家族の

ACP理解度をどう高めていくのかが大き

な課題であった。   

 一方、高齢者福祉施設約6割ではＡＣ

Ｐにおける延命処置を希望しない人の対

応の仕方が定まっており、ＡＣＰを進め

るべく多くの施設において積極的にＡＣ

Ｐに取り組む姿勢がみられた。 

 しかしながら、高齢者福祉施設への調

査結果から、「延命処置（心肺蘇生法実

施）を希望しない意思」が事前に判明し

ている入所者が心肺停止になった場合

に、原則救急車を呼ばないとしている施

設は約3割に留まっており、残り7割は

救急要請が行われていた。今後は、これ

らの施設に対して関係機関と連携して適

時、適切な消防救急車の利用について、

働きかけをしていく必要があると思われ

る。 

 ＡＣＰが進まない要因としては、診療

所や高齢者福祉施設の意見から考察する

と、時間的な要因と社会的なコンセンサ

スの形成や専門家チームの関わりなど、

課題が明確となった。 

 コロナ禍において、消防機関も多くの

救急搬送困難事案を経験し、救急搬送時
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に医療機関から、傷病者本人のＤＮＡＲ

の意思表示を求められることも少なくな

かった。また、高齢者福祉施設において

も約2割において、救急搬送時にＤＮＡ

Ｒの意思表示の確認が突然必要になった

経験をしていた。高齢者福祉施設の多く

はコロナ禍を経験してＡＣＰ取組への意

識変化があったと回答しており、コロナ

禍がＡＣＰ推進の一助となったこともう

かがえる結果となった。 

 

６．結語 

 本アンケート調査から、在宅医療支援

をされている診療所、高齢者福祉施設に

おいて、一定程度の看取りが行われてい

ることがわかった。在宅、施設でさらな

る在宅看取りやＡＣＰの普及に対する

様々な課題が明確となった。 

 今後、これらの課題に対して行政が関

係機関と連携して対応していくことが求

められる。 
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診療所、高齢者福祉施設に対するアンケート調査─自由記載の内容について 

問Ａ３自由記載（診療所）─在宅看取りの課題 

・連携体制を設けておらず、全て自院で対応しなければならない事 

・夜間に家族が救急車を呼んだ際の対応に困る 

・死を受け入れられない家族がおられる場合がある 

・診療時間内は看取り対応ができないので勤務時間終了後まで家族に待ってもらうこと 

・24時間体制の診療の負担、介護する家族の負担 

・看取りを想定していない（行わない）施設があり、医療側とギャップがあることがある 

・高齢独居者の多い地域では、同居人がいない場合に在宅での看取りは行うことができない 

・家族内での看取りに対する意見の相違がある 

・医師一人のため対応ができないことが多い                             

・看取り希望でも、死期が近づくと入院に方針が変わるケースが多い 

・夫の母親が急変した場合に、夫が出張等で妻しか家にいない場合、思わず119通報した事例がある 

・診療時間中、休日の研修、所用で県外に出ている時などは、24時間対応の訪問看護で対応することあり 

・患者さん側の受容と理解が医療者とかけ離れていることがある 

・家族によっては在宅看取りを受け容れられないことがある 

 

問Ａ８－２自由記載（診療所）─ACPが進まない理由について 

・学校教育に組み込むのはどうだろうか 

・話をする時間がなく、重症にならないと話をしても意味がないように思う 

・身内が遠方に住んでいるケースが多すぎる 

・略語を使用せず、日本語で認知させた方がよいと思う 

・施設住宅の患者が多いため、我々は認知できていても、施設職員の理解が進んでいない 

・マスコミ等での報道が少ない 

・患者家族の認識がまだまだ薄い 

 

問Ａ１１自由記載（診療所）─ACPを話すときに工夫していること 

・治療が難しくなった時、入院がいいか、在宅療養がいいか、時々聞くようにしている。 

・独居の高齢者にはできるだけ話をする。 

・病状の進行により、タイミングをみて話している。 

・患者家族の希望、都合、事情をできるだけ最優先する 

・説明書を見せながら、詳しく説明する。 

・今後の治療についてキーパーソンの方以外の関係者と話し合うようにする。 

・老人ホーム入所の方は施設の方も同席してもらって話します 

・具体的な数字で説明すること。過去の症例での問題点について説明すること。 

・施設側にＡＣＰの場をもうけるよう指示している。 

・相手が話を聴くことができるタイミングを探っている。 

・ドクターは協役である 
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問Ｂ３自由記載（施設） 

・看護人員確保、看取りに関する知識の向上、職員に対するメンタルヘルス対策が必要 

・在宅医が少なくて医院の負担が大きい。急変時受け入れ先をどうするかが課題 

・嘱託医、ご家族様、看護師の看取りに対する理解が重要 

・死亡時、主治医または家族に連絡がつかない時がある 

・職員の意識とスキルの向上と２４時間対応できる主治医の診療が必要 

・協力医療機関の連携が欠かせないが、理解が無いと看取り体制の構築が出来ない 

・医師との連携が必須である 

・地方においては看取りに対応できる親族は近隣に居らず、高齢者世帯が多い 

 

問Ｂ９自由記載（施設）─ＡＣＰ取り組みが進まない理由について 

・有料老人ホームは、健康状態が悪い、介護度が高い入所者は少なく、看取りの話はまだまだ先の話とい

う認識である 

・入所時に終末期治療について希望を明文化しているが、継続して確認はしていない。元気な時に改めて

ＡＣＰの説明をしても確認がしづらい 

・ＡＣＰを実施しなければならない定めはない。今後、施設においてＡＣＰ取り組みが必須項目と定めら

れれば、実施が進むのではないか 

・ＡＣＰの認知度は低く、特に医療法人が運営していない介護施設ではＡＣＰを知らないところが多い 

・ＡＣＰに関する研修が広まっていない。 

・行政や医療機関側の体制整備や協力が薄い中、施設種別を問わずに要求がある 

・入所する方のほとんどが重度のため、本人の意思確認が取りにくい 

 

問Ｂ１０自由記載（施設）─ＡＣＰを求められて困ったこと 

・「院する条件として、急変した場合に延命処置を行わないことに同意が必要と言われたとき 

・家族からどうしていいかよくわからないと言われたとき 

・嚥下障害もあり老衰であると説明しても、家族から人工呼吸器を含めて全力で救ってくれとお願いされ

たとき 

・家族が遠方で医師が電話での確認をしないといけないとき 

・病状が変化していない時に、家族へ確認する際の家族側の戸惑い 

・本人や家族に求めず、施設職員に判断が求められること 

問Ｂ１１自由記載（施設）─コロナ後のＡＣＰ取り組みと意識変化 

・ご家族とご本人の意向をその都度、聞いておかなければならないと思った 

・ご本人、ご家族とその都度よく話合っておかなければならないと思った 

・本人や家族との話し合いの場を多くしていく 

・急変の可能性は誰にでもある。お元気なうちから家族を交えてしっかり話し合いをする必要がある。 

・家族に会えない患者の心情を様々な症例を経験して学んだ 

・看取りは行っていないが、コロナ禍で入院が出来ずに施設で見取りせざるを得ない時があった 

これからも、このようなケースが増えていくものと思われる 
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問Ｂ１２自由記載（施設）─入所者へＡＣＰを話すときの工夫 

・認知症があるので本人と話すケースは稀で、ほぼ家族と話している 

・急に考えることは難しいので、ACPについて徐々に周知している 

・今すぐ危ないという訳ではなく、先々のためという事を伝え、不安にさせないようにする 

・入所時に細かく話をすると、家族が不信感を持つので、少し体調を崩したときの病状説明の際にそれと

なく、「今後、もし急変した場合は」と家族に確認する 

・プライバシーを保てる部屋を用意する。意思決定はいつでも変更できることを伝える 

・認知機能が低下する前に意思確認をしっかりする 

・意思疎通をとれない方は、生命の話をすると不安を抱く方が多い。入所者に直接話すことはせず、必ず 

家族を通すようにしている 

・ＡＣＰの資料を作成し、その資料に沿って説明している 

・具体的に何を希望されているのかを、わかりやすい言葉で、繰り返し伝えて確認する 
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令和5 年度 ⽇本救急医療財団助成⾦交付事業 「地域包括ケア社会における、 
⾼齢者救急搬送受⼊れのあり⽅に関する調査研究（代表研究者 伊藤 重彦）」  

 

分担研究報告書 

在宅及び高齢者福祉施設から医療へのアクセス手段の現状と課題 

 

        （分担研究者） 長岡 敏信  下関市消防局 警防課 

 

１ 背景と目的 

救急自動車による現場到着所要時間及び

病院収容所要時間は延伸傾向で、令和 4 年

中の病院到着所要時間は全国平均で約 47.2

分と、平成24年の38.7分から1.2倍増加し

ている。1)これは、救急搬送件数の増加に

よるもので、その理由のひとつは、在宅、

施設からの低緊急傷病者の救急搬送件数増

加が考えられる。 

低緊急傷病者の救急車適正利用促進のた

め、傷病者やその家族が自身で緊急度を知

ることが可能な全国版救急受診アプリ（愛

称「Ｑ助」）2）や救急車を呼ぶかどうか迷っ

たときに相談する救急電話相談窓口（#7119）
3)が導入され、一方では、低緊急事案に対

応する消防救急車に代わる搬送手段として、

病院救命士が搭乗する病院救急車、民間救

命士が搭乗する民間救急車による迎え搬送

も行われている。 

 そこで、緊急度判定システムの認知度及

び消防救急車に代わる患者搬送手段を検討

すべき低緊急搬送事案の背景及び課題につ

いて、診療所及び高齢者福祉施設に対して

アンケート調査を行った。 

 

２ 対象・方法 

  調査対象施設は、下関市医師会会員医師

の診療所 206 施設、下関市福祉部が把握し

ている高齢者福祉施設 195 施設である。ア

ンケート調査用紙は、診療所に対しては下

関医師会の集配便、高齢者福祉施設に対し

ては下関市保健福祉部の電子メールで配布

した。各診療所、施設からの回答は、

Google Formにより行い、本研究事務局であ

る NPO 法人病院前救護と健康管理研究会が

回収、集計した。調査期間は、令和5年 11

月初旬から令和5年12月初旬までの約1か

月間である。 

 

３．結果 

 ［調査A］診療所向けアンケート調査 

 下関市医師会会員診療所 206 施設にアン

ケート調査を実施し、79 施設（回答率

38.3％から回答を得た。調査の質問数は 9

問（高齢者福祉施設11問）で、以下に質問

内容及び回答件数を示す。 

（問１）貴診療所は在宅療養支援診療所

として厚生局に届出されていますか？ 

a）はい         17件 

b）いいえ             62件 

回答施設79施設の内訳は、在宅療養支援

診療所として届出している施設が 17

（22％）、出していない施設 62（78%）であ

った。 

（問２）先生ご自身（医師）あるいは貴

診療所の職員の皆さん（職員）は、全国版

救急受診アプリ（愛称「Ｑ助」）をご存じ

ですか？ 

（問３）先生ご自身（医師）あるいは貴

診療所の職員の皆さん（職員）は、救急安

心センター事業（#7119）をご存じですか？ 

問２、問３は、全国版救急受診アプリ
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（愛称「Ｑ助」）、救急安心センター事業 

#7119 の認知度について質問している。診

療所の医師がＱ助、♯７１１９について知

っている件数は、a)＋b）＋c）合わせた件

数であり、 Ｑ助、♯７１１９それぞれ 13

件（16.5％）22 件（27.5％）であり、医師

においては、Ｑ助より♯７１１９の認知度

が若干高かった。いずれにしても、医療従

事者の間において、Ｑ助、♯７１１９を知

らない割合が 7割を超えており、認知度は

低かった（表１）。診療所の医師、職員で、

Q 助又は♯７１１９を利用したことがある

施設は１施設（1.3％）のみであり、緊急

度判定プロトコルの利用度は極端に低い状

況であった。 

表１．医師、職員のQ助、♯７１１９認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問４-１）令和４年中に貴診療所から

１１９番通報して転院搬送を行ったことが

あるか？ 

（問４-２）令和４年中に１１９番通報

した件数は何人か？ （問４－１で「はい」

の場合） 

問４-１の回答は、a）はい62件、ｂ）い

いえ17件で、回答施設の78%で、消防救急

車による転院搬送を行った経験があった。

問４-２の１年間の消防救急車による転院

搬送人員数については、1～4 人 26 施設

（46%）、5～9人10施設（18%）、10～14人10

施設（18%）、15～19 人 2 施設（4%）の順で

多かった。20人以上の施設も7（12%）あっ

た（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図１．救急車による転院搬送件数（診療所） 

 

（問４-３）転院先医療機関を選定する

際、困ったことはなかったか？ 

問４-３の回答は、ａ）困ることなくス

ムーズに調整できた48件（75%）、ｂ）受け

入れ先が見つからず選定に困った 16 件

（25%）であった。 

（問４-４）具体的に困った内容を教え

てください。（自由記載） 

受入先が見つからず困った施設から、具

体的に困った内容について、自由記載で回

答を得た。質問４自由記載─搬送依頼で困

った内容（診療所）として、本文最後に掲

載した。 

 

（問５-１）緊急走行しない、救急救命

士が搭乗する病院救急車や、民間救命士が

搭乗する民間救急車があることをご存じで

すか？ 

a）はい            36件 

b）いいえ           43件 

36 施設（46％）は知っていると回答した

が、43 施設（54%）は、知らなかったと回

答した。 

（問５-２）貴診療所から転院搬送する

場合、上記の病院救急車や民間救急車が整

備されていた場合、１１９番通報せず、病

院救急車や民間救急車で対応可能なケース
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もあると思いますか？ 

ａ）大いにある        10件 

B） 半数程度はある    3件 

c） 一部はある       18件 

d） ほとんどない      15件 

48 施設から回答を得た。転院搬送する際

に、病院救急車や民間救急車で対応できる

ケースが半数程度以上あると回答した施設

は、a）、b）合わせて 13 施設（27％）であ

り、ｃ）一部ある18施設まで合わせると、

31 施設（79.2％）が、病院救急車や民間救

急車が活用できるケースがあると回答した。 

 

（問６）病院救急車による迎え搬送や、

有料の民間救急車による搬送体制が整備さ

れた場合、利用したいと思われますか？ 

ａ）是非、積極的に利用したい。  5件 

ｂ）ケースによっては利用したい。51件 

ｃ）できれば119番通報して消防の救急 

    を利用したい。       15件 

ｄ）全く利用したいとは思わない。7件                 

問６の回答は、積極的に利用したい 5 施

設（7%）、ケースによっては利用したい 51

施設（65%）で、利用したい施設が全体の

約７割を超えた一方で、できれば消防の救

急車を利用したいと回答した施設が15施設

（19%）、全く利用したいと思わない（消防

救急車を利用したい）と回答施設が 7 施設

（9%）あった。 

 

（問７-１）消防救急車に代わり病院救

急車や有料の民間救急車を利用する際のメ

リットについて教えてください。 

（自由記載） 

（問７-２）消防救急車に代わり病院救

急車や有料の民間救急車を利用する際のデ

メリットについて教えてください。 

（自由記載） 

消防救急車に代わる搬送手段として、病

院救急車や有料の民間救急車を利用するメ

リット、デメリットについて、自由記載で

回答を得た。内容は問７-１自由記載─消

防救急車に代わる搬送手段のメリット（診

療所）、問７-２自由記載─消防救急車に代

わる搬送手段のデメリット（診療所）とし

て、本文最後に掲載した。 

（問８-１）在宅（施設含む）から医療

へのアクセス手段について課題があると思

うか？ 

ａ）大いにある        13件 

ｂ）以前より改善したが未だある   

 50件 

ｃ）課題は無い         2件 

在宅、施設から医療へのアクセス手段に

ついて、課題は無いと回答した施設はわず

か 2 施設（3%）のみで、残りの 97%の施設

（大いにある13施設20%、未だある50施設

77%）が課題ありと回答した。 

（問８-２）課題について具体的な内容

を教えてください。（自由記載） 

在宅、施設から医療へのアクセス手段に

関する具体的な課題について、自由記載で

回答を得た。内容は問８自由記載─アクセ

ス手段の課題（診療所）として、本文最後

に掲載した。 

 

（問９）高齢者救急搬送に対する要望、

意見等について教えてください。（自由記

載） 

問９では、高齢者救急搬送に対する要

望、意見等について、次のように回答を得

た。自由意見の内容は、問９自由記載─高

齢者救急に関する要望、意見（診療所）と

して、本文最後に掲載した。 

 

［調査B］ 高齢者福祉施設向け 

        アンケート調査 

下関市福祉部が把握している高齢者福祉施
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設 195 施設にアンケート調査を実施し、39 施

設から回答を得た（回答率20％）。 

問１貴施設の施設形態を教えてください。 

回答のあった39施設の内訳は、有料老人ホー

ム 11（28%）、特別養護老人ホーム 10（26%）、

グループホーム 5（13%）、軽費老人ホーム 4

（10%）、サービス付き高齢者向け住宅4（10%）、

介護老人保健施設 2（5%）、養護老人ホーム 2

（5%）、介護医療院1（3%）であった。 

表３．高齢者福祉施設の形態 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（問２）貴施設職員の皆さん（職員）あ

るいは入所者ご家族（家族）は、全国版救

急受診アプリ（愛称「Ｑ助」）をご存じで

すか？ 

（問３）貴施設職員の皆さん（職員）あ

るいは入所者ご家族（家族）は、救急安心

センター事業（#7119）をご存じですか？  

問２、問３は、全国版救急受診アプリ

（愛称「Ｑ助」）、救急安心センター事業 

#7119 の認知度について質問している。施

設職員がＱ助、♯７１１９について知って

いる件数は、a)＋b）＋c）合わせた件数で

あり、 Ｑ助、♯７１１９それぞれ 2 件

（5.1％）6 件（15.3％）であった。診療所

アンケート調査結果と比較すると、診療所

医師よりも、高齢者福祉施設職員のほうが、

Ｑ助や♯７１１９の認知度は低かった（表

２）。施設職員、家族がQ助又は♯７１１９

を利用したことがある施設は 7 施設

（17.9％）であったが、診療所と比較して、

緊急度判定プロトコルの利用度は高かった。 

 

 

 

 

 

 

表２．職員、家族のＱ助、♯７１１９認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問４-１）令和４年中に貴施設から１１９

番通報して救急搬送を行ったことがある

か？ 

  ａ）はい           32件 

  ｂ）いいえ           7件 

問４-１は、施設からの119番通報と救急搬送

の有無について質問している。32 施設から

119 番通報が行われており、回答のあった

施設の82%で119番通報が行われていた。 

（問４-２）令和４年中に１１９番通報

した件数は何人ですか？ 

問４-１で119番通報を行ったことがある

と回答した32施設に対して、令和４年中に

119 番通報して救急搬送した人数を行った

人数について質問したところ、１年間の転

院搬送人数は、5～9人が 12施設（41%）で

最も多く、次いで1～4人9（31%）であった。  

消防救急車による救急搬送人員が１年間

で 10 人未満の施設が約 7 割であった（図

２）。 
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図２．救急車による転院搬送件数（施設） 

 

（問４-３）119 番通報した件数のうち、

心肺停止状態で救急要請した人数は何人で

すか？ 

 ａ）0人         25件 

 ｂ）1人          4件 

（問４-４）119 番通報した件数のうち、

救急隊到着後に、死後硬直等により、救急

隊判断で警察に引継ぎ不搬送となったのは

何件ですか？ 

ａ）0人            26件 

ｂ）1人             3件 

問４-３は心肺停止状態で119番通報した

人数を、問４-４は救急要請したが、施設

で看取りとなり、救急隊が搬送しなかった

事案（不搬送事案）について質問している。 

119番通報した29施設のうち、救急隊到

着時に心肺停止状態であったのは 4 施設

（14%）において確認された。4 施設のうち、

救急隊到着後に、死後硬直等により不搬送

となった施設は3施設で確認された。 

各施設における実際の件数（人員）まで

確認できていないが、心肺停止で 119 番通

報した施設の 1割では、死後硬直した状態

で119番通報されていることがわかった。 

（問４-５）救急隊到着後に救急隊から

かかりつけ医等に連絡して、心肺蘇生を中

止してかかりつけ医等に引き継いだ件数は

何人ですか？ 

 ａ）0人            29件 

問４-５は、救急要請事案のうち、DNAR

意思と DNAR指示を確認して不搬送になった

件数は0件であった。 

（問４-６）心肺停止状態で救急搬送さ

れた人数のうち、搬送先で死亡が確認され、

死亡退所となった人数は何人ですか？ 

  ａ）1人             4件 

心肺停止状態で救急搬送した人のうち、

搬送先で死亡が確認され、死亡退所した人

数は4施設各1人であった。 

（問４-７） 

問４−３の心肺停止状態で救急搬送され

た人数のうち）ＡＣＰやＤＮＡＲの対象の

方が救急搬送された件数は何人ですか？ 

  ａ）0人      4件 

心肺停止状態で救急搬送した人のうち、

ＡＣＰやＤＮＡＲの対象の方が救急搬送さ

れた人数について質問しているが、回答施

設は４施設のみであった。 

 

（問５）貴施設では、入所者の急病時に

搬送先医療機関を選定する仕組みがありま

すか？ 

  ａ）はい            15件 

 ｂ）いいえ           24件 

入所者急病時に搬送先医療機関を選定す

る仕組みがあると回答した施設は 15 施設

（38%）で、仕組みがないと回答した施設

が24施設（62%）で過半数であった。 

 

（問６-１）緊急走行しない、救急救命

士が搭乗する病院救急車、民間救命士が搭

乗する民間救急車があることをご存じです

か？ 

 ａ)はい      17件 

  ｂ)いいえ            22件 

回答39施設のうち、緊急走行しない病院

救急車や民間救急車があることについて知

っている施設は17施設（44％）で、22施設

（56%）は、知らないと回答した。 



 31 

（問６-２）貴施設から救急搬送する場

合、上記の病院救急車や民間救急車が整備

されていた場合、１１９番通報せずに病院

救急車や民間救急車で対応可能なケースも

あると思いますか？ 

  ａ）大いにある         5件 

 ｂ）半分程度はある       0件 

  ｃ）一部はある         6件 

 ｄ）ほとんどない        6件 

問６-２は、仮に病院救急車や民間救急

車が整備されていた場合に、施設から救急

搬送する際に、上記の搬送手段で対応可能

なケースの有無について質問している。 

5（30%）で、大いにあると回答している

一方で、6（35%）で、ほとんどないと回答

している。 

  また、6（35%）で、一部あると回答して

おり、大いにあると合わせると、約 7 割で

対応可能なケースがあると回答している。 

 

（問７）病院救急車による迎え搬送や、

有料の民間救急車による搬送体制が整備さ

れた場合、利用したいと思われますか？ 

 ａ）是非、積極的に利用したい。  8件 

  ｂ）ケースによっては利用したい。19件 

  ｃ）できれば 119 番通報して消防の救急

車を利用したい。      11件 

  ｄ）全く利用したいとは思わない。 1件 

問７は、仮に病院救急車や民間救急車が

整備されていた場合に、施設から救急搬送

する際の利用希望について質問している。 

積極的に利用したい 8（20%）、ケースに

よっては利用したい 19（49%）で、利用希

望は７割を超えている一方で、できれば

119 番通報して消防の救急車を利用したい

11（28%）、全く利用したいと思わない1（3%）

と、約 3割は消防の救急車を利用したいと

回答していた。 

 

（問８-１）消防救急車に代わり病院救

急車や有料の民間救急車を利用する際のメ

リットについて教えてください。 

（自由記載） 

消防救急車に代わり病院救急車や有料の

民間救急車を利用する際のメリットについ

て、自由記載で次のような回答を得た。内

容は問８−１自由記載─病院救急車、民間

救急車活用のメリット（施設）として、本

文最後に掲載した。 

（問８-２）消防救急車に代わり病院救

急車や有料の民間救急車を利用する際のデ

メリットについて教えてください。 

（自由記載） 

消防救急車に代わり病院救急車や有料の

民間救急車を利用する際のデメリットにつ

いて、自由記載で次のように回答を得た。

内容は 問８−２自由記載─病院救急車、

民間救急車活用のデメリット（施設）とし

て、本文最後に掲載した。 

 

（問９-１）在宅（施設含む）から医療

へのアクセス手段について、課題があると

思いますか？ 

ａ）大いにある。        9件 

ｂ）以前に比べ改善したが未だある。 

26件 

ｃ）課題はない。         4件 

在宅（施設含む）から医療へのアクセス

手段についての課題の有無を質問したとこ

ろ、a)大いにある、b)以前に比べ改善した

が、未だある、を合わせて35施設（90％）

が課題ありと回答した。課題なしと回答し

た施設は4（10%）のみであった。 

（問９-２）課題について具体的な内容

を教えてください。（自由記載） 

在宅（施設含む）から医療へのアクセス

手段の具体的な課題について、自由記載で

回答を得た。内容は、問９自由記載─在宅
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施設から医療へのアクセス手段の課題（施

設）として、本文最後に掲載した。 

 

（問１０）医療機関受診のタイミングを

主治医等に相談する頻度について教えてく

ださい。 

ａ）症状発症時の１回のみ     0件 

ｂ）症状発症時、以後、毎日確認   5件 

ｃ）症状発症時、以後変化があった時 

34件 

医療機関受診のタイミングについて、施

設からかかりつけ医師等に相談する頻度に

ついて質問している。 

症状発症時の1回のみは0件で、症状発

症以後、変化があった場合が34施設

（87%）で最も多かった。症状発症以降は

毎日確認している施設も5施設（13%）あっ

た。 

（問１１）高齢者救急搬送に対する要

望、意見等について教えてください。（自

由記載） 

高齢者救急搬送に対する要望、意見等に

ついて自由記載で回答を得た。内容は、問

11 自由記載─高齢者救急搬送に対する要望、

意見等（施設）として、本文最後に掲載し

た。 

 

４．考察 

傷病者本人及び家族が緊急度判定をする、

あるいは電話相談をする方法の認知度につ

いて、全国版救急受診アプリ（愛称「Ｑ

助」）は、職員、利用者のいずれかが知っ

ていると回答した割合は、診療所では13件

（16.5％）で、高齢者福祉施設では 2 件

（5.1％）、救急安心センター事業（#7119）

は、診療所では22件（27.5%）、高齢者福祉

施設では6件（15.3%）となっており、診療

所及び高齢者福祉施設ともに、全国版救急

受診アプリに比較して救急安心センター事

業の認知度が高かった。いずれも知らない

と回答した割合が診療所では 7割、高齢者

福祉施設では 8割を越えており、職員家族

の認識不足がうかがわれる結果となった。 

そのため、救急要請の機会の多い高齢者

福祉施設において、普及啓発を図ることに

より、救急車利用の適正化につながるもの

と期待される。 

回答のあった診療所から令和4年中に119

番通報して転院搬送を行った施設は 62 件

（78%）で、119 番通報した人数は 492 人

（最高51人、最低1人、不明あり）であっ

た。 

緊急走行しない民間救急車等については、

半数以上が知らないと回答しており、仮に

民間救急車等が整備されていた場合に、

119 番通報せず民間救急車等を利用するか

と行った質問に対しては、約 8割の施設で

対応可能なケースもあると回答しており、

利用の希望についても、約 7割の施設でケ

ースによっては利用したいと希望している。 

また、回答のあった高齢者福祉施設から

令和 4年中に 119番通報して救急搬送を行

った施設は32件（82%）で、119番通報した

人数は173人（最高26人、最低1人、不明

あり）であった。 

高齢者福祉施設に対しては、119 番通報

した傷病者のうち心肺停止の傷病者につい

て詳細に質問した。 

心肺停止状態で119番通報した施設数は4

施設で、そのうち 3 施設で死後硬直等によ

り不搬送となったケースがある。一方で、

問4－5は、救急要請事案のうち、ＤＮＡＲ

意思とＤＮＡＲ指示を確認して不搬送にな

った件数を質問しているが、死後の時間経

過が長いことによる不搬送は約 1割の施設

で確認されたが、ＤＮＡＲ指示を意思に確

認して不搬送に至る事案がほとんどない現

状がわかった。 
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また、在宅から医療へのアクセス手段の

課題については、9 割の施設が未だに課題

ありと回答しており、主な課題は人員や車

両等ソフト面での体制整備によるものであ

った。 

民間救急車等の質問については、診療所

同様半数以上が知らないと回答しているが、

約 7割で対応可能なケースもあると回答し

ており、利用の希望についても、約 7割の

施設でケースによっては利用したいと回答

している。 

民間救急車等の活用について、有料サー

ビスであることや、家族の理解など様々な

課題はあるものの、前述の傷病者自身によ

る緊急度判定ツールと並行して、民間救急

車等の利用促進を行うことにより診療所か

らの転院搬送の適正化が期待できることが

うかがえる結果となった。 

 

５．結語 

本アンケート調査結果から、全国版救急

受診アプリ（通称「Ｑ助」）及び救急安心

センター事業（#7119）の認知度の低さが浮

き彫りとなった。 

一方で、緊急走行しない病院救急車や民

間救急車等の活用については多くのケース

で利用可能であることがわかった。 

今後は、更なる緊急度判定ツールや救急

安心センター事業の普及と民間救急車等に

よる搬送体制の一層の整備が両輪となって

進められることが求められる。 
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診療所、施設への各質問で頂いた自由記載回答の内容は、以下に纏めて掲載した 

 

（診療所回答） 

質問４自由記載─搬送依頼で困った内容（診療所） 

・専門医がいないと断られた 

・病床がひっ迫し断られた時に困った 

・眼の外傷で専門医が見つからなかった 

・かかりつけ病院に連絡するも、救急当番でないからと断られた 

・満床や、受け入れ体制の整備が不十分なケースがあった 

・かかりつけ患者でもコロナ禍やベッドが満床につき断られる事があった  

・急性心不全患者の受け入れ病院がなかなか見つからなかった 

・コロナ禍で受け入れ先がなく、困った 

・基幹病院に病診連携室を通じて救急患者受け入れをお願いしたが、断られることがあった 

・輪番性病院の当番病院の日に医師の欠員があった 

・土曜や夕方の転送先見つからず時間がかかった 

 

問７-1自由記載─消防救急車に代わる搬送手段のメリット（診療所） 

・病院・民間・消防救急車は基本的に搬送先が決まってから呼ぶので、どこでも変わらない 

・消防救急車の出動回数が減少すると考えられる 

・緊急度によって選択肢が広がる 

・軽症で本来なら救急車の適応でない患者に利用する 

・入院を依頼する病院の電話だけで済む 

・不要なコールがなくなる 

・消防救急車の手配がつかない時に有用 

・必要な人に救急車を使える 

・死亡確認を搬送先で行えるかもしれない 

・社会的資源の保全、医療費削減になる 

・救急隊の負荷軽減、救急医療への負担軽減、救急車の有効活用になる 

・交通事故等で軽症の場合、民間救急車の利用がよい 

・産科救急ではより高次病院の総合周産期母子医療センターでの治療が望ましいことがある 

総周母センターは県外のことが多いため、消防救急車では県外搬送に難渋する場合がある 

・救急で消防が出払って出動できない時に次の選択となる 

 

問７-2自由記載─消防救急車に代わる搬送手段のデメリット（診療所） 

・患者・家族の理解が必要 

・救急搬送では搬送先からそのような提案があった事も、民間救急車の案内もこの 10 年間一度

も無かった。検査依頼をした一箇所の病院からはある事があった 

・安易な利用は控えたい 

・お金がかかるため本人への説明、同意が必要 
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・急変しそうな患者の見極めが困難なことがある 

・有料の場合、患者や家族から拒否されそうである 

・信頼関係を築くことがまず優先される 

・対応が遅れないか気になる 

・一般人にとって消防救急車はコストがかからないので利用するメリットが少ない 

・搬送先が見つからない場合がある 

・不測の事態に対する対応はどうか 

・医療トラブル時の責任の所在はどうなる 

・緊急性の高い症例は消防にお願いしたい気持ちがある 

・料金の支払いが問題である 

 

問８自由記載─アクセス手段の課題（診療所） 

・介護タクシーの台数が少ない、介護タクシーの手配がつかない事がある 

・全て搬送先を自院で決めないと（行き先が決まっていないと）救急車が来てくれない 

・引き受け病院を探すことが大変 

・在宅や施設から病院紹介を依頼されることがあるが、病状判断難しくどの専門医に送ればよ

いかわからないことがある 

・家族が同伴できない環境が多々見受けられる 

・救急車が出払っていて到着までかなり時間がかかった事があった 

・独居老人、認知症などで通院困難な例が多々ある 

・身内の同乗を求められても近くに身内がいない 

・田舎ほど公共交通手段に問題がある場合があり、家族が同居していない老人の通院が難しい 

・消防救急車でなくても対応出来るケースがある 

・自院から搬送先病院へのアクセス手段がスムーズにいかないため、緊急時に困ることがある 

・同乗付き添いするヘルパーが足りない 

・独居や老々介護、高齢者の場合救急車自体自力で呼ぶことができない 

 

問９自由記載─高齢者救急に関する要望、意見（診療所） 

・搬送先が決まらない場合、取り敢えず来て、搬送先確認を手伝って欲しい 

・家族とのコミュニケーション 

・当番性であっても、救急搬送患者のかかりつけの病院はその日が当番日でなくてもできるだ

け受け入れて欲しい 

・一般車両でよい場合は、救急車の利用は控えて欲しい。海外と同様に料金がとれるようにし

て欲しい 

・これから高齢者が増加するため、今の体制では搬送困難が予想される 

・独居高齢者の増加が見込まれるため、搬送先病院の対応に制度的なものが必要 

・超高齢者であるとなかなか受け入れてくれない総合病院がある 

・ACP、DNARについて住民への指導、教育に取り組んでいるが住民の関心が少ないと感じる 
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（施設回答） 

問８-1自由記載─病院救急車、民間救急車活用のメリット（施設） 

・状態悪化が繰り返しおきると想定されている方も多いので、消防救急車より利用しやすい 

・こちらが希望する病院を選択できる 

・消防救急車搬送の対象でない症状時に専門職の同乗見守りがあれば安心して依頼出来る 

・救急車が混在しているときの時間短縮ができる 

・本来、救急車は急変時に使用するべきである 

・消防救急車以外の救急搬送手段活用は、救急車が必要な傷病者のためになる 

・一刻を争う患者の為に救急車を活用できる 

・消防救急車が必要な所に早く着く 

・緊急性は低いが自力移動が困難な場合は利用しやすい 

・対応の多様性と選択肢が増える 

・消防救急車の対応にも限りがあるので、民間等を活用することで一刻を争う状態の患者の搬

送を優先することが出来る 

・施設職員の負担が軽減する 

・病院救急車の場合はそのまま搬送可能となる（搬送先を探さないで済む） 

 

問８-2自由記載─病院救急車、民間救急車活用のデメリット（施設） 

・緊急の際に受け入れに手間取りそうなイメージがある 

・利用料金の負担が出来ないなど、病状だけで判断がしづらくなる 

・搬送先は主治医が確保してから連絡するので、民間救急車を利用することのデメリットは特

に思い浮かばない 

・搬送先が見つからない場合はどうする 

・どこに連絡するか等、仕組みからわからない 

・予約が必要であれば不便である 

・一般的に周知されていないので、救急対応が消防救急車と違う場合、患者が急変した場合、

家族の苦情（訴訟等）のリスクがある 

・費用負担、時間の遅れが課題 

・搬送による自費請求に、本人や家族が納得できるか不明 

・消防救急車か民間救急車等のどちらを選ぶのか施設に判断をゆだねられると困る。民間救急

車を選んだから、状態が悪化したと言われるのではないか不安 

・連絡先にばらつきがあり、すぐに呼ぶことが難しい 

・県内外有料の為、お金がかかる 

 

問９自由記載─在宅施設から医療へのアクセス手段の課題（施設） 

・車椅子やストレッチャーで移送したほうがよいが、なかなか設備の整った車輌がない 

・在宅利用者の細やかな変化に対応するのが難しく、救急対応してもらうかどうかの判断も難

しい 

・受診時に同行するスタッフがいない。受診回数が多く、送迎で介護者が人員不足になる 
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・施設だからと入院に繋がらないことがある 

・意思疎通が難しい 

・車いす患者が受診する際介護タクシーの予約もとりづらく連れていくことが難しいと聞いた 

・受け入れ病院が決定するまで時間がかかりすぎる事がある。グループ通話、チャット等を活

用して同時に複数病院に問い合わせできないのか 

・救急安心センター事業を知る人が増えると良いと思う 

・土・日は病院が休みである為、連絡が取りにくい 

・搬送要請前に事業者が総合病院への受け入れ有無を確認しなければならない。職員が手薄な

時間帯などは、救急要請が精一杯でそれどころではない 

・坂道があり、雪の日がタクシーは施設まで来てくれないので、緊急時に救急車が来れるのか

心配がある。 

 

問11自由記載─高齢者救急搬送に対する要望、意見等（施設） 

・何かの時には対応して頂き、大変助かっている 

 ・受入先が決まるまで時間がかかる、長い場合は1時間近く出発しない事がある 

・ACPを普及させて、不必要な救急搬送を減らすべきである 

・情報の共有を一本化してほしい 

・総合病院への搬送先を決めるのは救急隊にお願いできたら非常に助かる 

・受け入れ病院を探すのに受診したことがあるか問われ、受診したことが無いと断られるケ

ースがある 

・ケアハウスは夜間職員がいないにもかかわらず、救急搬送後に見守りが必要な状態でも帰

らされることがある。色々な施設があることを理解して頂きたい 

・救急搬送をしない場合の対応の手順や条件等が曖昧であり、現時点では消防救急車による

搬送が必要と考える 
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1．診療所、高齢者福祉施設対象に実施したアンケート調査内容（長岡、真弓研究） 
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2．病院内科医師対象に実施したアンケート調査内容（福島研究） 
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3．全国消防本部対象に実施したアンケート調査内容（田邉研究） 
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